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研究要旨 
海外からのデングウイルスとデング熱媒介蚊の侵入の問題とウイルスが侵入した場合の

デング熱媒介蚊の防除対策に関する問題を検討した．成田国際空港では 3 年連続してネッ

タイシマカの発生が確認され，本種の侵入リスクが高まっていることから，国際空港での

ベクターサーベイランスの重要性が再確認された．ネッタイシマカの幼虫発育と気温の関

係を分析し 1 令および 4 令幼虫の発育限界温度は 10.6℃と 11.6℃付近と推定された．国際空

港のターミナルビルは常に温度管理が行われているため，屋外では冬季に生存できない寒

冷な地域であっても，屋内に侵入したネッタイシマカが越冬できる可能性は高い．2014 年

8 月～10 月に代々木公園とその周辺で起きたデング熱の流行で，公園など 5 ヶ所で媒介蚊

の生息密度を調査した．推定感染場所とされた 2 つの公園で実施した生息密度調査の結果，

ヒトスジシマカの平均生息密度は，8 分間当たり 10.2±16.5 と 11.4±8.8 であった．この生息

密度を一つの目安と考え，デング熱流行の予防対策として，平時から適切な幼虫対策を実

施して成虫密度を 8 分間あたり平均 10 個体の密度よりも低く保つような努力が必要と思わ

れた． 

 
A. 研究目的 
 我が国におけるデングウイルスの侵入や

国内感染・流行と関連して，デング熱媒介蚊

に関する二つの問題を区別できる．ひとつは

海外からのデングウイルスとデング熱媒介

蚊の侵入の問題であり，もう一つはこれらが

侵入した場合のデング熱媒介蚊の防除対策

に関する問題である．本研究は前者の問題に

ついて，成田国際空港におけるネッタイシマ

カの侵入と対策を成田空港検疫所の協力を

得て検討した．また，後者の問題に関しては，

2014年9月~10月に代々木公園とその周辺で
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起きたデング熱の流行に際して実施された

調査と媒介蚊対策の事例を整理し検討を行

った． 
 
B. 研究方法 
 成田国際空港で実施されているベクター

サーベイランスで，空港に設けた監視エリア

内に設置したオビトラップから，我が国には

生息していないネッタイシマカの幼虫と蛹

が採集された．成田国際空港におけるネッタ

イシマカの侵入は，2012 年 8 月，2013 年 8
月および 9 月，2014 年 9 月にそれぞれ 1 回

確認されており，緊急の媒介蚊対策が実施さ

れた．これらの侵入事例の詳細や対策に関す

る記録を整理し，国際空港における媒介蚊対

策について検討した．また，ネッタイシマカ

が成田空港で越冬する可能性に関する実験

を実施した．空港ターミナルビルの屋内およ

び屋外に温湿度記録計と共に飼育ケースを

設置し，ネッタイシマカ幼虫を飼育して冬季

の幼虫生存率を推定した．さらに同じ場所で

ネッタイシマカの卵を保管し，屋内外での冬

季の卵の生存率を推定した．得られた結果か

らネッタイシマカが越冬可能な条件につい

て検討した． 
 代々木公園とその周辺で起きたデング熱

流行に関連して，代々木公園，明治神宮，オ

リンピック記念青少年総合センター（オリン

ピックセンター），新宿中央公園，外濠公園

などで媒介蚊の生息密度調査と駆除対策を

行った．これらの事例について，経緯，調査

結果，駆除作業とその効果判定を整理して，

デング熱の国内感染が起きた場合の有効な

媒介蚊対策について検討した． 
 
C. 研究結果 
 成田国際空港ではベクターサーベイラン

スのために，大きさ 1 km2の政令区域 12 個

を定め，このうち 6 区域に産卵用のオビトラ

ップを設置した．2 週間間隔でボウフラ発生

の有無を調べたところ，以下に示すように

2012 年から 2014 年の 3 年間で 4 か所のトラ

ップからネッタイシマカの幼虫と蛹が発見

された；①2012 年 8 月 9 日第 2 旅客ターミ

ナルビルサテライト 88SPT のオビトラップ

1 個より，幼虫および蛹が採集されネッタイ

シマカ 27 個体が羽化した．②2013 年 8 月 7
日第 2 旅客ターミナルビル本館 76SPT のオ

ビトラップ 1 個より，幼虫および蛹が採集さ

れ，ネッタイシマカ 16 個体（6♀，10♂）が

羽化した．③2013 年 9 月 12 日貨物ターミナ

ル地区第 7 貨物ビル北側のオビトラップ 1
個より，幼虫および蛹が採集され，ネッタイ

シマカ 21 個体（7♀，14♂）が羽化した．④

2014 年 9 月 30 日第 2 旅客ターミナルビルサ

テライト 94SPT のオビトラップ 1 個より，

幼虫および蛹が採集され，19 個体（13♀，7♂）
のネッタイシマカが羽化した． 
これらの事例ではネッタイシマカの発生

が確認された直後に，問題のオビトラップの

設置場所を中心として，半径 400 m の範囲を

緊急対策範囲として定め，オビトラップと成

虫捕獲用のドライアイストラップを集中的

に配置した．また，ターミナルビル内の幼虫

発生源調査の実施と空港内の幼虫発生源と

なりうる雨水マス等への殺虫剤処理を行っ

た．いずれの事例でも，その後の調査でネッ

タイシマカの成虫も幼虫も発見されなかっ

たことから，侵入したネッタイシマカは定着

できなかったと結論した． 
 空港ターミナルビルの屋外の実験場所に

おける調査期間中（12 月 11 日～3 月 22 日）

の平均気温は最も低く 5.2℃で，特に 1 月お

よび 2 月の日平均気温は 5℃を下回る日が多

く，この場所に設置された１令幼虫は発育で

きずにすべて死亡した．同じ場所に 1 月～3
月まで設置された卵からは 6%の幼虫がふ化

したが，成虫まで発育した個体はいなかった．

これに対して調査期間中の屋内の平均気温

は 13.9℃～19.4℃で，80%以上の幼虫が生存

していた．幼虫発育と気温の関係を分析した

ところ 1 令幼虫の発育限界温度は 10.6℃，4
令幼虫は 11.6℃付近であると推定された． 
 代々木公園とその周辺で起きたデング熱
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流行では，代々木公園を管理する東京都や隣

接するオリンピックセンターと明治神宮，ま

た周辺の公園を管轄する区保健所から媒介

蚊であるヒトスジシマカの生息密度調査と

成虫対策への協力要請があった．いずれの場

合も，調査に引き続き，その日のうちに殺虫

剤散布の実施が予定されており，調査と対策

方法の検討のために与えられた時間は短く，

2~3 時間であった．そこで，生息密度調査は

それぞれの調査地をいくつかの区画に分割

し，それぞれの区画を一人の採集者が担当し

て区画内の2~7箇所で8分間の人囮による捕

虫網採集を行った．その結果，成虫の平均生

息密度は以下のようであった：オリンピック

センター＝5.5±4.9（n=14），代々木公園＝

10.2±16.5（n=30），明治神宮＝5.5±8.91（n=43），
新宿中央公園＝11.4±8.8（n=27），外濠公園＝

5.8±7.9（n=20）．また，江東区保健所が主体

で行った上野公園でのヒトスジシマカの平

均生息密度は，3.6±5.7（n=30）であった． 
それぞれの調査結果から分布の集中度を

示す分散係数（分散/平均）を求めたところ

4.4～26.6 であり，成虫の分布は集中分布で

あることがわかった．成虫が局所的に分布し

ていることから，生息密度の平均値を基準と

して，平均値よりも生息密度が高い場所とそ

の周辺をデング熱の感染リスクが高い場所

と考えて，成虫駆除を優先的に実施するよう

助言を行った．成虫駆除はピレスロイド系殺

虫剤の散布によったが，その目的はウイルス

を保持する蚊（感染蚊）を殺すこととした．

そのため成虫の潜伏場所に効果的に殺虫剤

が散布されるように，小さな植え込みなどで

はハンドスプレーヤーを用い，公園など広い

範囲に点在する茂みや道路に沿った藪など

に対しては動力噴霧，代々木公園と明治神宮

の境界部に密に生育する藪には炭酸ガス製

剤を用いるなど，適切な散布方法を選択して

実施するよう助言を行った．駆除作業を実施

した場合は，数日後に改めて生息密度調査を

実施して，駆除の効果を判定するよう指導し

た．オリンピックセンター，明治神宮，新宿

中央公園，外濠公園，上野公園で実施した効

果判定では，いずれも生息密度の低下が確認

された． 
 
D. 考察 
 成田国際空港では 3 年連続してネッタイ

シマカの発生が確認されており，本種の侵入

リスクが高いことが示唆されている．2013
年 9 月には羽田空港でもネッタイシマカの

雌成虫 1 個体がドライアイストラップで捕

獲されており，国際空港でのベクターサーベ

イランスの重要性が高まっている．成田国際

空港を利用している航空会社は 34 か国 101
都市に及び，ネッタイシマカの発生が確認さ

れたターミナルは様々な航空会社によって

利用されていたため，侵入したネッタイシマ

カの由来地を特定することはできなかった．

最近，分子生物学的な手法を用いてネッタイ

シマカの由来地を推測する方法が考案され

ている．本研究でも成田国際空港で得られた

サンプルを用いて，複数の遺伝子の変異を調

べ由来地域の推定を試みた．しかし，比較の

ために必要な世界各地のネッタイシマカの

遺伝子情報が十分整備されておらず，特に東

南アジアの集団に関する遺伝的データが不

十分なため信頼度の高い推定ができなかっ

た．ネッタイシマカに限らず，医学的に重要

な疾病媒介蚊の遺伝情報を蓄積して，データ

ベースを整備することが必要と思われる． 
ネッタイシマカは屋内の人工容器などを

幼虫の発生源として生息することができる．

本研究で明らかになったように，国際空港の

ターミナルビルは常に温度管理が行われ，ネ

ッタイシマカの幼虫発育に必要な温度条件

が満たされていることから，屋外では冬季に

生存できない寒冷な地域であっても，屋内に

侵入してしまえばネッタイシマカは越冬で

きる可能性が高い．したがって夏季だけでな

く冬季にも，空港ターミナルビル内で媒介蚊

のモニタリングや発生源調査を行うことが

必要と思われる． 
 デング熱に感染した患者が発症前に訪れ
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て蚊に刺されたという事例が複数報告され，

感染場所と推定された代々木公園と新宿中

央公園では，ヒトスジシマカの生息密度は，

8 分間当たり 10.2±16.5と 11.4±8.8であった．

この値はデング熱の流行が起こる媒介蚊密

度の参考として重要である．蚊媒介性感染症

の予防対策としては，病気が流行した時より

もむしろ平時の対策が重要であり，適切な幼

虫対策を実施して 8 分あたり 10 個体の密度

よりも低い成虫の生息密度に保つような努

力が必要と思われる． 
 
E. 結論 
成田国際空港では 3 年連続してネッタイ

シマカの発生が確認され，本種の侵入リスク

が高まっていることから，国際空港でのベク

ターサーベイランスの重要性が再確認され

た．ネッタイシマカの幼虫発育と気温の関係

を分析したところ1令および4令幼虫の発育

限界温度は 10.6℃および 11.6℃付近である

と推定された．国際空港のターミナルビルは

常に温度管理が行われ，ネッタイシマカの幼

虫発育に必要な温度条件が満たされている

ため，屋外では冬季に生存できない寒冷な地

域であっても，屋内に侵入すればネッタイシ

マカが越冬できる可能性は高い．そのため，

夏季だけでなく冬季にも，空港ターミナルビ

ル内で媒介蚊のモニタリングや発生源調査

を行うことが必要と思われる．デング熱の推

定感染場所とされた 2 つの公園で実施した

生息密度調査の結果，ヒトスジシマカの生息

密度は，8 分間当たり 10.2±16.5 と 11.4±8.8
であった．この生息密度を一つの目安と考え，

デング熱流行の予防対策として，平時から適

切な幼虫対策を実施して成虫密度を 8 分あ

たり 10 個体の密度よりも低く保つような努

力が必要と思われる． 
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